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What kind of space should the working place provide? 
The modern office spaces are often tight, making people feel oppressive. 
Work place, where people spend much of their day, should be comfortable as if they could feel like being 
home. People will feel various parts of the world by mingling with many from different fields. That ought to be a 
clue for every person to discovers new horizons and develops. 
This project propose a new working place, where people from variety of fields mingle, creating a qualitative 
working place. 
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１．はじめに
 現在のオフィスビルの均質空間は、ミース・ファン
デルローエによって提唱された「ユニヴァサルスペー
ス」が原点である。しかし当時ミースが考えていた均
質空間とは異なる解釈で広まったといえる。人々にと
って何でも応用できる、どうとでもはめこめる、そん
な多様性はむしろ人々にとって難しい空間となってい
るのではないだろうか。逆に窮屈と感じたり、メリハ
リの無い内部が雑多なイメージになり、混雑した街に
繰り出した疲労感をも伴う可能性を持っているのでは
ないでだろうか。働くということは人生において生活
の一部であり、オフィスは家より多くの時間滞在する
空間となる上で、現状多々見られる窮屈な場所に詰め
込まれることを考えたとき、どのような空間だと快適
に思えるのか、「働く場所性」を追求する。  
２．計画
 ⑴環状第二号線新橋・虎ノ門地区市街地再開発事業
 現在建設工事中である開発事業。建物が壊され大き
な空地が東西にのびている状況である。この事業は地
上地下ともに環状２号線道路が走り、第一京浜道路か
らの入り口付近に 1 つ(Ⅰ街区)、虎ノ門地区に 2 つビ
ル(Ⅱ街区・Ⅲ街区)が建設されている。そのうち虎ノ
門地区の 1 つは超高層、その他は高層ビルとなってい
る。
 ⑵敷地
 この再開発計画内の新橋地域にあるⅠ街区を敷地と
する。
 ⑶新橋
 江戸時代から南北に走る複数の商店街と、そのお店
を支える町工場が東西につなげている街の構成で、明
治以降「芝家具」によって発展した。
現在はその商店街の軸が薄れるほど東西南北至る所に
小さなビルが飲食店や事務所で埋め尽くされた雑多な
町並みになっている。
そして再開発により、商店街の南北の軸が分断され、
今まで変わらなかった新橋地域の地割りのみならず、
風景までも変わろうとしている。
この問題点として、環状２号線道路に隣接する区画の
地価も上がり、建物同士が共同建て替えをし、高いビ
ルが建ち並び、路地がはりめぐらされた雑多な地域ら
しさが隠れ、減っていく将来が見えてくる。
 ⑷代替都市計画案
 ⅰ.変更点
  ・地下：環状第二号線(本線)《変更無し》
  ・地上：環状第二号線道路⇒公園用地
(一部道路用地)
 道路に面する建物の制限が今まで通りとなる。
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 ⅱ.公園
 サラリーマンは公園に多く集まり、需要があるにも
関わらず、公園が少ない。そのため広場的な場所を確
保するこが可能となる。また、超高層(Ⅱ街区)の公開
空地との連続性をはかることができ、全体的な統一感
が生まれる。
ⅲ.容積率移転：特例容積率適用区域制度
 この再開発地域を特別地区として指定する。そして、
敷地部分の容積を虎ノ門地区の超高層ビルへ容積率を
移転することで、高さを抑え、新橋の周辺地域の建物
の高さと合わせる。
 ⅳ.超高層の在り方
 超高層はシンボリックな建物である反面、周辺の建
物への日射遮蔽や、シンボリックゆえに、もともとの
地域のイメージを一変することもある、大きな存在で
ある。この計画において、超高層を建てることで新橋
地域らしさを保存することが可能になるのではないだ
ろうか。
 例えば、「東京駅舎」は歴史的建造物保存を目的と
し、東京ビルへ容積移転をしている。
 このように、超高層や高層ビルをむやみに建てるの
ではなく、周辺の地域らしさ、歴史的な事などを考慮
した在り方を考えることができるのではないだろうか。
３．空間考察―イメージとシュプレマティズム絵画―

 今回の設計に向けて、イメージした絵画的建築。
紙吹雪のように、一枚一枚が動き、統一感を持ち合わ
せながら宙を舞う。人々も仕事も、種々雑多に関係し
合いながら動き、まとまっている。住宅の少ないこの
新橋エリアの雑多な雰囲気は自然とその環境を担って
きていたのかもしれない。その環境を守ると共に、変
化に対応しうる建築が生まれと考える。
 これは私が影響を受けたシュプレマティズム絵画に
通じる。シュプレマティズム絵画の、運動性・疎密・
大小の魅力から建築空間へのキッカケとなった。
⑴空間構成
 ⅰ.スケールと密度感
敷地周辺の建物の密度感や、幅などを参考に新橋らし
い佇まいを目指す。
ⅱ.均質の変化
 台形を用いることで、四角形の均質性を欠くことな
く、場所性を加える。「広い―狭い」それぞれに適し
た使い方を見出すことができる。
ⅲ.積層の仕方
 縦に積まれた構成と、並列関係を融合する。
それを可能とする、方法として、スラブのズレ・レベ
ル差を利用する。
ⅳ.隣同士の関係
 異なる仕事場の距離感を探る。
一つ一つの事務所は独立しているが、圧迫感・距離感
なくつながる。また同じ仕事場内でも多くの人・物が
視界に入りにくくする構成を目指す。
その方法として、「吹き抜け」「テラス」「レベル差」
を利用する。
ⅴ.ずれること
 スラブのズレ重なることで、高低差、狭い・広い性
質をつくる。

ⅵ.ダブルスキン
 ２重のガラスによって３種類の性質の内外空間が生
まれる。

ⅶ.周辺との関係
 敷地の東西の商店会通りを中心に多くの人が行き交
う。1 階部分には選択性のある道筋を作り、人を引き
込み、回遊性を生む。また、とどまってゆっくりする
場所もある。
ⅷ.街スケール
 周辺街区のスケールを意識した屋根を置き、そこか
らカーテンウォールを垂らす。そうすることでまとま
りを作り、街へ溶け込む。
４．設計
 重なりと台形の方向性を活かし積み上げた空間は、
開放的な空間と落ち着いた場所が混在する。使い方、
場所の選択性をつくり出し、「働く場所性」を示す。
 それぞれの事務所や店舗が独立しつつ混ざりあう。
それぞれが状況や気分で環境を選び、働き方が日々の
なかで変化を生むかもしれない。
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